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論文内容の要旨

本給文は8章で構成され､次の内容を持っている｡第6章は結論である｡

(1)研究の背景､目的および体系的な当該分野の関連研究のレビュー(第1章､第2章)

(2)情報エントロピーの導入と､その逆解析､概測計画評価への応用についての提案(第3章)

(3)杭基鱒､軟弱地盤上盛土等実問題への提案された逆解析手法の適用(第4章)

(4)軟弱地盤上盛土を例とした提案された観測計画評価の適用(第5章)

即ち､本研究では､地盤工学における設計､施工､観測とその結果のフィードバックという関係

の寧かで起こる情報の流れを､逆解析とこれを行うための観測計画の設計という立場から定式化し､
情報エントロピーを尺度として導入することにより､情報の流れを定量的に捉え､.この過程を最適

化することを目的としている｡そして解析例を通して､提案の有用性を示したものである｡

本研究の成果は次のように要約ヤ書る｡①塙報エントロピーという統一された概念に基づ書､逆

解析には相対エントロピーの最大化､また観測計画の設計には相互エントロピー(｢相互情報量｣

と同義)の最大化を親準とすることを提案したこと､②相対エントロピーより導出される赤池ベイ

ズ情報量規準(鳩IC)か､逆解析の不適切牲の克服に極めて有用であることを示したこと､③相互エ

ントロピーに基づき､モデノレヾラメータ相互エントロピー､予測値相互エントロピーと言う2つの

観測計画の評価尺度を提案し､これらの尺度か書わめて合理的な結果を与えることを示したこと､

等である｡

特に3章と4章で展開されている地盤工学分野の問題に対する逆解析法の提案では､この分野の

逆解析で対象となる問題かほとんど不適切牲を持ち､この解決が重要であることの指摘､および拡

張ベイズ法と呼ばれる適切化手法と､そこで事前情報と観測情報の最適なマッチングを計るために

赤池ベイズ情報量規準(ABIC)を導入することの提案は､本研究で対象としている杭基礎や､軟弱地

盤上盛土の問題以外にも適用か広く可能であり､応用範囲は非常に広いと考えられる｡

また､観測計画の設計に提案されているような規準を導入することも地盤工学の分野ではほとん
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ど試みられたことのない提案であ▲り､示された例題の計算では善わめて安当な結果を示しており､

将来の発展か期待される｡
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論文審査結果の要旨

(1)研究対象の安当性:

地盤工学では材料である地盤の性質はサイトごとに異なり､その性質を的確に求めることかもっ

とも重要な研究課虐の一つである｡この点は､土木工学の中でも飼やコンクリートのような材料的

性質か規格化されているものとは著しく異なる地盤工学の特色である｡従来から与えられた地盤へ

の外乱に対する地盤の応答を観測し､.その結果から地盤の性質を特定するということは行われてい

る○近年の計測技術､データ処理能力の著しい向上と経済化のため､従来経験的､試行錯誤的に

行って書たこのような逆算を､数理的な手法により定式化し､よりシステマチックに行おうとする

のが､この研究でも取り上げられている逆解析手法である｡本格的な逆解析法の適用が地盤工学の

分野で行われるようになって10年に満たない｡本研究もこのような潮流の中で､逆解析手法の開局

点の克服の一手法を提案するものであり､今後の発展か大いに期待される｡また､逆解析を前提

とした観測計画の設計手法の開発はきわめて新しい分野であり､本研究は地盤工学分野ではこのよ

うな研究の先鞭をつけるものの一つになる｡
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